
５月２５日（日）、天皇陛下の御臨席を仰ぎ、大会テーマ「人、森、川つなげ未来へ彩の国」の

下、秩父ミューズパーク（秩父市、小鹿野町）を会場に開催された第75回全国植樹祭に参加しまし
た。

全国植樹祭は、豊かな国土の基盤である森林・みどりに対する国民的理解を深めるために、公益

社団法人国土緑化推進機構と都道府県の共催により開催する国土緑化運動の中心的行事です。

式典で天皇陛下は「秩父や奥秩父の山々に登ったことがあり、原生林を思わせる奥深い森林や渓

谷などの美しい自然に魅了されたことを今でも懐かしく思い出します。近年、気候変動の影響がよ

り顕在化してきている中で、森林が持つ役割の重要性はますます高まっています。一人一人が、こ

れからも森林を大切にし、木の循環利用を進めながら健全な森林を育み、未来へと引き継いでいく

ことは、私たちの果たすべき使命であると考えます」と述べられました。

大野元裕埼玉県知事は、あいさつで「多彩な魅力を持つ本県には県土の約３分の１を占める豊か

な恵みがある。この大会を契機に、県民全体で森林を守り育てるとともに、森林資源の循環利用を

図る活樹の重要性を発信していく」と決意を述べられました。活樹とは、「伐って、使って、植え

て、育てる」という森林資源の循環利用を進めることを指します。

式典は、プロローグ、エピローグを含めて２時間あまりでしたが、８時間以上の時間を秩父の地

で過ごし、改めて森林と人間との関係を考えることができました。

当日は、とてもきれいな秩父の山々を眺めることができました。秩父盆地は四方を山に囲まれて

います。前夜の雨の影響か秩父連山には様々な形の雲や霧がかかり、刻々とその表情を変えていき

ました。その様子にとても心が癒やされました。亡くなった母のことが思い出されたのも母のルー

ツが秩父にあることも関係していたのかも知れません。秩父連山は私にとっても母なる山でした。

山地と森林は水源地でもあります。水運、農工業用水、水道用水、観光、発電など私達に大きな

恵みをもたらす荒川は、秩父の森林に源流があります。大会テーマのとおり、森林を守ることは、

川を守り人を守ることになるのです。

さらに、川は海へとつながっています。宮城県の牡蠣養殖業者が森を育てているという話を思い

出しました。宮城県気仙沼湾の牡蠣養殖業者の植林運動です。気仙沼湾では、牡蠣、ホタテ貝、ワ

カメ、昆布などが養殖されていますが、育てるためにエサや肥料を与えることは一切ないそうです。

種苗をつり下げておけば、ひとりでに育ってくれます。このことを養殖業者は、すべて外海の潮の

恵みだと思っていました。ところが、恵みは森林がもたらしていたのです。森林の腐葉土に染み込

んだ雨水は、腐葉土の養分をたっぷりと含み、さらに土中の岩石のミネラル分ももらいながら、河

川に流れ込みます。その河川水の養分が海に注ぎ、海藻や魚介類を育てていたのです。

私達の食物は、通常生き物です。お米は稲の実ですね。ということは私達は田んぼを食べている
ことになります。魚は、海や川からいろいろなものをとって育ちます。ということは私達は海や川
を食べているのではないでしょうか。私達の体は、田んぼにも海にもつながっている。この認識こ
そが森林・みどりに対する本当の理解ということになると言えるでしょう。
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以上は、本年４月の「図書館だより」の再
掲です。
来月の教育委員会だよりから、図書館担当
の須賀が絵本の紹介コーナーを担当します。
どうぞお楽しみに！図書館オリジナルキャラクター

「ブックろう」


